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報日本外洋帆走協会
一

70年代における一つの課題
J外向きと内向きの側面 大儀見菫

NORCが日本外洋帆走協会という、ややいかめしい、

名称になり、「社団法人」という肩iIFきがつくようになっ

てすでに7年目になるが、NIPPONOCEANRACING

CLUBの元の名称はこの新しい樅'j･具づくめの名前の下に、

かっこ付きで(NORC)としてわずかに残されている。

これは単に名前の表現上の問題だけではなく、この名称

の漢字の部分と、かっこ付きの部分とがそれぞれNORC

の二つの側面一社会的な「外向き」の側面と、メンバー

同志間の「内向き」の側面とをそれぞれ現わしているよう

に思われる。同時にこれがNORCの発展の歴史をも示し

ているのではないだろうか。

昨年1年間のNORCの新入会員は300人にもなり、登

録艇もこの間に82隻増えた。この目党しい伸張ぶりも、こ

こ1～2年のことであl)、実f'I的には戦後に始まる日本の

オフショアヨットの歩みは当初非'州･にスローペースのもの

だった。

在日外人ヨットマンを中心とする、少数の日本の先駆者

を含めた、CCJ(クルージング．クラブ．オブ．ジャパ

ン）が作られ、初の大島レースが行なわれたのは、すでに

21年前のことになる。

日本のクルージングヨ､ソトが次第に恥え、オフショアレ

ースが定着してくるにしたがって、と、ちらかというと、同

好会的な性格の強かったCCJは発展的に解消され、代っ

て、オフショアレースを主な行事とするクラブとしてのN

ORCが組織され、レース規則、安全規llll，計測、レーテ

ィングルール等がイギリスのRORCを手本として整備さ

れた。こういった土台の上に立ってNORCの地方支部も

麹I附され、日本のオフショアヨットの大きな発展の時期を

迎えるようになった。

NORCのこの発展を支えたものは、レースを中心とす

る、現役のヨットマンによる、ヨットマンのための、ヨッ

トマンのクラブとしての現役中心の運営が基本線として賞

かれ、海を舞台にヨットを楽しむ男たちの、直接ヨットと

海と結びついた活動が、クラブの全ての行事の中心となっ

ていたからではないだろうか。

仲Ⅲlとしての連帯の場はヨットそのものであ})、海であ

り、そこで展開されるレースなり、クルージングであり、こ

の現場主義こそがNORCの活動の韮本でもあったわけだ

だからこそ、クラブハウス、ユニフォーム等がなくても

血の通った連補がそこにはあり、全く自発的な手弁当主義

か全ての仕事、行事の裏づけとなることができたし、現に

NORCの日'粥･橘動を支えるものになっているのではない

だろうか。しかし、クルージングヨットの数が鞘:しく増大

し、FRPによる量産体制が進み、NORCも会員1,000

名、溌録艇250隻の線をあっという間に突破するといった

情勢となると、クラブ活動の現場主義を生かす意味からい

っても、フリート中心にならざるを得なくなるのではない

だろうか。

昨今のような大世帯ともなってくると、NORC全体、

もしくは関東支部全体としての行事が数の上からも、物理

的にむづかしくなってくるだけでなく、こういった大グル

ープでは、血の通った交流も仲々実現しにくいことにもな

る。こういった事情のためNORCの日常活動は、支部も

しくはフリート単位に「地方分権化」するのが望ましくも

あ')、当然のなりゆきといえよう。同時に、ヨット人口が

蛸大し、ヨット産業が一人前に育ち、NORCの規模も更

に大きくなってくるということは、ヨ､ソト、ヨシ|､マン、

NORCの社会的存在が大きくなるということを意味し、

クラブ活動の分権化とは逆に、ハーバー問題、税金問題、

船舶安全法、船舶職員法、安全備品の開発、検査等の問題

がクローズアップされることになる。これらは｢地方分権」

では解決しない問題であ')、中央、つまり本部における持

続的な、かつ組織的活動がなければ、効果を期待できない

性衝のものである。

こういった側面では、したがって「地方分権」の日常ク

ラブ涌動とは別に逆に地方から中央に求心的に本部の活動

としての社会的な事業、発言が必要となってくるし、こう

いった而での充実もますます重要になるだろうと思われる。

つま')、飛躍的な拡大を続けるヨット人口を背景に考え

た場合、70年代のNORCの組織の在り方はまさに、「日

本外洋帆走協会(NORC)」の名称の如く二本立てになら

ざるを得ないのではないだろうか。

フリートを中心とする、手弁当主義によるレースを中心

とする自主的、自発的クラブ活動の一層の発展と、社団法

人としての本部を主たる場とした、前に述べたような社会
、コ

的な問題と事業への取組みを強化する必要がどうしてもあ

る。こちらの方は手弁当主義による片手間の体制ではどう

しても充分な効果を期待することはできないので、強力に

して適切な専従者･を中心とする体制を保障する必要がある

だろう。

日本外洋帆走協会としての70年代における一つの課題が

そこにあるのではないだろうか。(NORC専務理事）
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老会員の初夢 NORCの昔、今日そして明日

NORCの会1iは緋、メンバーカードを持っています。

私のカードナンバーは、0004です。1が故lllll会長、2が

マッケンジー氏、3が確かグレン少佐だったと思います。

私がと．うしてかその次になっているので、今、日本では私

が一番古いメンバーだと云うことになっています。これは

何でもない様ですが、大きな問題です。私はこの番号に誇

りをもっていますが、同時に、それと同じ、又はそれ以上

に重い責怖を感じます。新しい人がどんどん入会して、も

71000人以_l届になっている現ｲf、ただIliいだけで、大きな

顔をしているわけには行きません。その当昨、NORCを

作った我々11|'間の意志を誤りなく低えて行くことも大切で

すし、それに新しい心を反影させて行くことも大事です。

大体どうしてNORCなんて云うものが出来たか、難か

しいことは、色々の機会に発表されていますが、そもそも

の始まりは、物好きな仲間が集って楽しくレースをやろう

じゃないかと云うことなのです。その頃は年会費がたった

500円、それでも未納会員が相当あ')ました｡会員は100名

から200名、艇数は20隻程でした。クラブの事務は、福永

さんと私とで会YWの徴収から､印刷物の作製、発送、ﾚｰ

ｽの賞,lhの購入まで、殆どをきりまわしていました。

その頃と比べると、随分大きくなったとも思いますが、

20年近く緑ったのに案外に育たないものだと云う気もしま

す。

新しい船も沢出出来ました、すばらしいものもあります。

でも何か抜けているものがあるのじやないかと云う気がす

るのは私だけでしょうか。

クルーザーはいくらよい船を作り、よいセールをあげて

も、結kj走らせるのは人間です。乗絹閲のチームワークが

最後のキーポイントになるのです。NORCも大きなクル

ーザーです。そこにあるべき心が、何か、ちょっと物足'）

ない様で気になるのです。

日本に於けるヨットと云うスポーツが、まだほんとうに

根を下していないからだと云うことはわかります。それに

ｸﾗプと云うものの歴史が浅いこともあ')ます｡一生懸命

働かなくては生きられない社会事情も勿論大きく影評して

いることはわかっています。

でも、出きるだけの範囲で、もう少し何かやり方があり

そうに思えます。

クラブへ入ったら、何か恩恵を受けられるかと云う事を

聞かれるのですが、もし恩恵を受けられるとしたら、それ

は自分で作るのです。他の人にお朧血:をしてもらって、た

だ伽って御馳走を食べる人ばかりでは、一体どうなるでし

ょうか。皆が自分で出来ることをメンバーのため、クラブ

のために喜んで努力するのがほんとのクラブと思います。

立派なマストを見せびらかし、立派な城印をかかげる。

これは似ています。そんなに大きな目標を立てるより、そ

の目標が低くても、どうしたらそこまで辿りつけるかを考

え、自分で実行し、他のメンバーを引っぱって行くのが私

達のｲー |:事と思います。

今NORCに居る1000人程のメンバーはこれからのクル

ーザーク．ループの核になるべき人達です。その人達が、

いつまでも初心者の気持でいたら、後から来る人は困りま

す。もっと真備llにヨットと取組んでいただきたいと思いま

す。

皆様は総会のあとで、今年度のレース予定表を受取られ

ることでしょう。前単なスケジュールに兄えますが、前年

の後､|':に、その年のレースを参考にして、より楽しく、よ

')安全に、出来るだけ多くの会liが参加川来る様に、先ず

レース委li会により検,謝されます。その前には勿論、ﾚｰ

ｽ委興長とそのｽﾀｯﾌが、ある祁度の原案を作ってあり

ます。

その次に、常征委員会で検!汁されます。そして、総会に

提出され、会liの総意によって決められるのす。

他の委li会も同様、皆さんを楽しく安全に一年を過せる

様、色々と考えて居ります。会l!の+;¥様の中で、誰でもそ

れらの委l1会に意見を申し入れることは,1|来ますし、申入

れがあれば、委貝会は、充分それについて研究する笛です。

決して皆様の口を封じているわけではありません。

こんなにして考えて運営しても、全会員に満足していた

だくことは無理でしょう。中にはそんなレースには出られ

ない“･…とか、そんな会合は馬鹿馬鹿しいとか、云う方も

あるでしょう。レースは出場の捉務はあ')ません。安全規

則、レース規則でくどい程書いてある通I)、出るか州ない

かは艇長の､ﾄﾘ断できめることなのです。

クラブをぶちこわすのはどうしたらいいかと云うことが

昔、何かに出ていました。①会税を払わないこと。②会合

には出l附しないこと。③出I肝するなら遅れて行く。④自分

勝手な出来ない相1淡を大声で申し立てる。ざっとこんなこ

とだったと記臆していますが、クラブ貝はこの様であって

はならないと云う、いましめの言葉です。うっかりすると

知らずに、これらの禁を犯していないでしょうか。

積極的でないのはよいにしても、一生懸命クラブでやつ

っていることを、自分がはるかにすぐ･れた様な顔をして、

ぶちこわすのは、大変勇気がある様に兇えて、カッコいい

のですが、実は卑怯なやり｡〃です。ほんとにﾘ〕気のある人

は、と｡んと・ん名のl)をあげて委員会に入り、クラブ運'脚･に

参加して下さい。

日本'1!の海をクルーザーが走I)まわる様になって、御同

曜の到りです。それにつれて、各地に支部が出来ています。

将来は、それらが立派な支部になって、一/い従ちして行く

ことと砿11;しています。でも現時点では日本中の各支部が

同じ位冊にあると考えて運営して行くのは、少々無理があ

る様です。

又夫々の支部、海域には、それぞれ特色があります。何

もそれをNORC一色に、ぬりつぶす必要はない様に思い

ます。NORCを愛するあまり、安全検在も受けられない

様なクルーザーまで、引っぱり込むのは共倒れになる様な

気がします。それらの船はそれなりの涌動をして、いずれ

NORCに入れる船に育った時に、NORCのi'l!間に入っ

ていただきたいと思います。

最後にﾚｰｽに出ないﾒﾝパｰの方に対してなのですが、

何もレースに出なくてもよいのです。NORCの旅を立て、

堂々と走りまわって下さい。レースに出なくても私達の仲

間なのです。事情が許す様になったら、レースに出て来て

下さい。その時あわてない様、充分トレーニングをして下

さい。そしていつの日か、全会員がレースに出て来る日が

あることを祈っています。

年度始めから勝手なことばかり書いて111沢ありません。

老人の初夢とお許し下さい。

(REDSHARK関根久）
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安全に関する自主規制について
1963年から定期検査を実施

1．1948年、NORCの前身のCCJ(クルージング、オ

ブ、ジャパン）が発足したがその当時の所脳艇は数挫だっ

たので、安全↑"l!は符艇長が合議する研究問迦であった。

2．1951年、CCJが大'|ルレース（毎年5月に行う菜I｣|→

初K↓→大,I;↓外1I'1→菜1I1のコースによる1～3イト夜述統のヨ

ットレース）の鋪1I!'1を開飴するに当って、レース出場盗

格として、救命艇の法定伽171と同押度の強制備品が定めら

れ、スタート前にクラブ委災によって総点検を行うことと

なった。

3．1954年、CCJは改組されてNORCと改満されて上

記大jイルレースを継状し、艇の登録制度と、安全規則が定め

られ、艇長の資格付けを協会か行うことになった。その安

全規!1I1は、艇に|MIしては不沈性と不転性が必要条件とされ

それを判定するﾉﾉ法も示され、術IW{内容にも小改正があっ

た。

又、関西にも支部をi没けて全国組織に蹄み出し、艇数と

会貝は年毎に増大し、行事も涌発になった。

4．1962年には明llif2つの事件が発生した。明るい方は堀

江氏の太平洋横断で、llifいﾉは11月3日、「-1i'風号｣、「ミ

ヤ号」の遡蠅と、「のぶちゃん号」からの落水で13名の人

命を失った事件である。

NORCは、面ちに諾外国の外洋ヨット界に蘭間状を出

し、安全対策の検!;j研究会か重ねられた結果、安全委員会

が発足し、強力なスタッフを以て編成され、毎年一回宛の

定期検査が1963年から実施されることになった。

安全規則も大幅に改正されて、諸外国の安全思想と歩調

が合うように、共通部分を多くする努力も続けられた。ま

た、無電発信機を強ililllIWIII!』にするか否かも、､|':日にわたっ

て討議された結果、その採択は否決され、自力生還を第一

義とし、救助要i,を鋪二炎とする安全の大原ﾛ'lが再確認さ

れた。

5．1946年3月、学科院の「期鶴」が遊離して乗組5名の

全員が死亡した。此の艇はNORCの定期検在に合格した

直後だっただけに、NORCが受けた打梁は大きく、引揚

げられた艇休と装伽は綿密に検討.された結果、5～6の小

事故が折り重って発生した跡が見られ、ライフジャケット

か有るのに1名もｶ『用していないことからも、艇内全興が

混乱状態に陥っていただろうことが推定された…･･･この問

題を検討分析の結果、殿大の問題点として浮び上がったの

が、艇内統卒力の欠陥問題である。

そこで1962年に行った諸外国ヨット界へのri間解蒋を復

習し、次のことが明らかになった。

A.外国でも艇長の寅格付を色々と拭みたがrあらゆる

方法に失敗した」と知らされた。

B.艇長はオーナー（船主）が任命すべきものである。

それは自己の財産を守ってくれる有能沈満な人材を選

ぶことが客観的な安全のためにも最良の人事だからで

横 山晃
ある。

C.艇やl'iliIW,の維持についても、艇長征免についても、

オーナーの黄ｲ眼は亜い。

D.外洋ヨットレースに出場する艇のオーナーは「あら

ゆる易'II故の寅任を負い、協会に貴ｲ[転嫁しない」旨の

誓約書を入れる。

これらのことから、安全対策のキーポイントとして、オ

ーナーと艇長の責任と権限を明確にしなければならないこ

とを知った。よって安全規則は又もや大改正されて、

第1条責任の所在

第2～6条安全管理規則

第7～8条技術基準

第9～11条施行要領

イ､l111安全に関する心得（典休的な指導）

という椛成にな})、艇長の資格｛､l･けを協会が行うことは廃

止され上記D頂の無約霄の-ﾉj式が実施されることになり、

ｲ柵l11としてﾗｲﾌライトが強制されることになり、講習会

や安全に関する海上の行事も行われるようになった。

6．1967年～68年、明猯学院大学の「ジョビアルフアイブ

1世号」が沈没したが、全興ライフラフトで脱出し、東京

大学の「仰秀11」と干莱大学のr黒i!iiI111」が海上で船体を

放棄したが、i'l'i艇共､乗組全興は他船に救助されるなど､

学生|J1体の事故が和次いで発生したので、安全委員会が遡

難!;故の統計を行った処、1950年代は在日外人の艇が大多

数を,liめ、1960年代は学生団体が80%以上を占めていた。

日本の外洋ヨットの中で学生団体の艇は10％程度に過ぎな

いのに、1#故の80％以上が集中しているのは異常集中とい

うべきである。その理由を安全委li会が分析した結果、学

生|､11体には_|二記第5項のABCの頭要性が理解されてなく

実fII上のオーナー不在と艇長不ｲ,皇が統いていることが判明

した。

このように、オーナーシップとリーダーシップを梶祝し

て、下M-"l､11が自治を要望する風潮は学生社会に強く、そ

の当時続発した学同紛争と軌を一にする様である。

7．1969年、艇の登録手続が明確にされ、登録の際にオー

ナーは安全条1′|:を満足する艇であることを申告する（約束

する）Ill度となった｡(毎年の定期検在はいうまでもなく継

統している｡）

8．現在、学生団体の異常{m向は次第に正柑化が兄られ、

当面の般大の問題は、「安全に関する政府の介入が、過保

謹や過干渉に陥らねばよいが．．…･」という心配に集中され

ていて、NORCに組織されたオーナー、艇長、及び衆細

貝の殆んどは「外洋ヨ､ソトは、あらゆるスポーツの中で、

晶も責任の所在が|Ⅲ硴なスポーツである」という自覚を持

つようになった。

なお、安全規M1の小改正は毎年行われている。

(NORC理事・安全委員長）

句

－0－



昭和46年3月1日 NORCだより 第4号

<関東支部＞

神子元シリーズ報告
h丞西爽率迅爽喝爽晒溌凸翼K翼ﾓ翼基爽己爽弓承

誉｢REDSHARK」・｢HOLIDAY｣総合優勝

1．神子元島レース

今回はロシナンテ(1)、祗王(111)という最新艇の参加に

よって興味あるレースとなった。

ｽﾀｰﾄ当夜は波もなく、SWの順風が吹いており空は満

天の星空という、神子元‘'約ﾚｰｽというｲﾒｰジから程遠

いグッドコンテ,イションであった。クラスⅣスタート前の

小網代湾は大咽艇も交えて、航海灯の行き交うさまは実に

ファンタジックで且つレース前の緊張をいやがうえでもか

き立ててくれる。

2200ホリデー、つばき、竜飛等がコミッティボート寄I)か

らスター|､。我艇アオレレは風下側より飛出す、スタート

直前にメンスルのリーフは解いたもののジブをゼノアに取

換えなかったため風の刺にはパワーが出ずホリデーにﾘｰ

される。途中でセ．ノアに取かえようという話も出たが、

夜だから･･･而例だから･･･il'Vが災味いの･･･尾がきれいだとい

ってついにうやむやにされてしまった。

スタート後3時間余りで、MIssSunbirdと党しき大剛艇

にくわれてしまう。

0500頃より約1IIfil1l'1lに出合う。キ11枚湾のド真中あたりで

ある。セールがバタバタ鴫ってうるさい。黒潮に乗ってい

るのであろう思うようにヘッディングしてくれない。そば

でセールNo.673のチカダマスが同じようにウロウロしてい

る。

0600SWが吹きだす。このiiﾘIを乗り切るのは|木l難と児て、

伊豆にヘッドしハlベタをねらうこととする｡遠"初烏より

には10数艇がかたまっている。風が無いのかほとんと｡動か

ない。上手くすれば集団に追いつけるとハッパをかける。

TopのMissSunbirdは集団より飛出してかなり先行して

いる。柴岡の沖よ})を亦いハルのRedSharkが上手く風

をつかんで､瓜のふれに合せてぐんく･んMIi離をかせいでいる。

数艇がタックして集1,11より離れ大!f↓を狙っていくが、強い

i'lﾘ]のため大f|舟をクリヤーするのはほとんど駄目なようだ。

初島の南側でサバを4本つ})あげる。時間も良い頃なので

昼食とする。

門脇、稲取、爪木間は、はやまる、MIGRATOR、チカダ

マス、その他クラスⅣ艇2杯程と並んで走る。最近はヨー

ルが少くなったせいか､BERKELY船長の乗るMIGRATOR

はその巨大なヒップから、どんなに逆〈にいてもすぐ･それ

とわかる。

1600スピンをいつぱいにはらませたMissSunbirdがすご

いスピードで走り去っていく。多分今夕にはゴールするだ

ろうとうらやましく見つめる。1700風が凪はじめ、爪木i'i1

で強い流れに逆っている噸兄なれないスピンの艇と、レッ

ドシャークが1･,Iってくる。そばに寄って激励の声をかける、

チタ111である。

2200ローソクの灯を吹き消す如く、爪木、~|flllの火が兇え

なくなる。来るな.ノと思った瞬間腰の強いNEが吹き川す。

波頭のくだけた波がだんだん大きくなり、フルメインの我

艇は時おりブローキングしそうになりながら、15～20％の

強風にあおられて、兄る見るうちに神了･元'約に近づいてい

<｡,I的のIIII)にはかなりのﾃｰﾙﾗﾝブが見える｡ﾄﾗ

ﾙを起したのだろうか、大剛艇がスプレッダーライトをつ

けながら、セールを流して下田方而へ進んでいる。連休の

せいだろう本船の数がやけに少い。雨が強くなる。廻航前

にNo.3ジブ、2ポイントリーフを行い帰路に術える。

一夜!''強風と雨に見卿れながらの帆走はつらいものである。

レースに川ないで斬橘辺りで熱燗をかたむけていた-ﾉJが…

なんて思う。イ虻がIﾘ1けて三崎に近づくにつれ風がおさまる。

"lll1，はやまるとミートする。やや前方を棚風らしき大剛

艇が走っている。2IIT1の凪に出合ったため締めかかってい

たレースだが、気をとりなおし頑張る。

小網代湾11で今II'1不出場のK-7が出向えてくれる。Miss

Sunbirdはやはり昨夜20時頃ゴールしたそうだ。真夜中に

なってチタ1I1、RedSharkが続いてゴールし、後は今朝方

になってから10数艇がゴールしているようだ。クラスⅣで

は、ホリデーがゴールしているとのこと、残念無念又して

もやられてしまった。

2．9／18ポイントレース

スタート時は束存りの風があって好調なすべI)出しをき

ったが、約1時間もすると風がおちつかなくなり、I1＃おり

の南のブローと箔,liﾙ沖の反流のため全艇一進一退を続け、

ついに満il;ｶ沖で|､11子になる。峠よりの艇より沖の艇まで歩

いて渡っていけそうである｡葉山と江の烏の間で完全に凪

ってしまい、江の脇ﾏｰｸ附近で全艇一せいに棄権する。

3．11／15ポイントレース

前II'1のポイントレースが全艇DNFで終り、シリーズの

結果はほぼ神子元鵬ﾚｰｽの順位で決ったようなもので、

シリーズ雌後のレースの蝋上りが無かったが23艇の参加で

行れた。クラスⅣでは神子元島レースであまりふるわなか

つだつばきがスタートより独走体制に入り、他のクラスⅣ

V艇を〈･んと引き離してゴールし、クラスIIIIIではRed

SI,arkが1位となった。その結果RedSharkは神子元鳥

レース第1位のMissSunbirdをおさえ、シリーズ成紙で

節1位となった。(AOLELEⅣ島氏英雄）

－4－
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><5'-00〃小林英勇江の島

◎出身地、上毛の三山の中から選びました。
芦～一一二△1'一J一匹－－、ﾛ■~''L面-町'声-猶-■』弓｡,l-Lp-'1-,肉P二喝,'－1△-口,L弓,一L_爵一℃､-..-■.,1,-

1新登録艇の紹介
善一…一,－－吟『--｡一画一癖→u-.-..-‘._F-,,-,_"_,‘,－．－－．‐_._‐、_･‐

1

1

1084さら文スループ6,500×5,400×2,040×1,400

山1_1正諸磯

セールNo.、艇名、リグ、LOA×LWL×B×d、オーナ

ー氏名、フリート及びオーナーのコメントの順です。 1085青雲スループ7,450×5,500×2,540×1,300

杉本光昭沼津

〔関東支部〕

1070SUNGOIIスルーフ｡7.40×5．70×2.26×1.20

烏飼俊宏E.G.VANDESTADT氏設計小網代

〔東海支部〕

1068BIRUSHANAIIスループ9.40×6．80×2.75X

1．65山111碓和E.G.VANDESTADT氏設計鬼崎

1071JUNEBRIDEIIスループ9.70×7.35×3.00X

×1.60鈴木礼三E.G.VANDESTADT氏設計

油壺

1076SOMETIMEスループ7,400×5,700×2,260X

1,200立朽和子蒲郡
へ

10720ZZスループ7.40×5.70×2.26×1.20湯浅明

彦E.G.VANDESTADT氏設計FPR艇沼津

1086ESPERANZAスループ

1,460杉野武彦鬼崎

7,200×5,400×2,280X

〔内海支部〕

1064しろたへスループ7.49×6.10×2.30×1.55R

沢勝猜ブルーウォーター24クラス的形

1067BUGSBUNNYスループ9,000×6,700×3,000

×1,40O井上直彦油壺

◎オーナー及び乗組貝はすべて、歯科医であり、特に子

供の歯ltびの治療を専門としている。BUGSBUNNY

は矯正学の分野での失敗例の一徹をjokeとして表現し

た言葉である。

◎主として家族的なクルージングを楽しみ、将来乗員一

同が、新艇に慣れ、帆走の実力も充分となった時、レ

ース出場なども考えて行きたい。

◎乗員は

鈴木祥井神奈川歯科大学教授

伊藤学而東北大学歯学部助教授

三輪一郎歯科開業医

大下正純神奈川歯科大学講師

束光天東京医科大学大学院生

境野栄一一油壺ヨッテル勤務

◎さしあたってNORCに｣W||染んで行きたいと思う。

1073大三元スループ5.85×5.20×2.00×1.12矢腸

昌典武市俊氏設計須磨

1078DENDOROスループ6,500×5,400×2,040X

1,400小林将二‘渋川に定繋

会員及び登録艇の現状

（3月1日現在）

一

’特別会員 正会員 準会員 舟艇登録TOTAL

1075SUNSPINNERスループ27'-03"×24'-00''×

9'-03"×5'－08''森村砿二シーボニア
関東支部 212 682

句局

J／ 9311 加
一

東海支部 38 100 1 139 401081NOVIAIIIスループ7,490×6,100×2,300加藤

武沼津

京都支部 16 qT
J上 1 48 1ワ

上』

1082TRUSTEEIスループ31'-00''×24'-02"×9'

-03"×5'×09〃青木亨

◎英語で「受託者」の意。“頼れるもの”“信頼出来る人”

◎三井銀行ヨット部員

◎下田のハーパーの早期実現を心から期待している。

内海支部 38 104 0 142 42

西内海支部 14 28 0 42 14

TOTAL 318

"!’‘，｜】3，，
句へ1

0J」

1083赤城11スループ24'-07"×20'－00"×7'-09"

－5－
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四通まし_孟亟丞道些塁座遁表塑皇_LL2二la-関東支部・1970年度神子元島シリーズレース成績表

神子元島レース

艇名ｸﾗｽ別|綜合
位|点‘位|点

T､C,F，所要時間 修正時間順位着順

1

1

3

4

5

6

艇名 全長神子元島レース10/18ポイントﾚー ｽ11/15ポイントレース通算成績セ
ー
ル
陥

方
／
一
フ
『
人

綜合クラ1,,|綜合 38'スループ，0．77833．21′25.56′
スチール

28ノスルーフ0．73833．21′24.36′
木造

40'ケツチ0.79034.17'27.05′
スチール

24.”ﾙーブ0.70134.42'24.19′
F,R･P、

24.5'スルーフ0.705'37.55'26.43'
水逝

避認‘68$，a"′”
33′スルーブ0．75051．40′38.45’
.ﾙー、,f二
,|､Jg’

綜合クラス別 ｸﾗｽ別 7,ルテミス

ブルーム・

災メL

I'1峰I

iII瀧Ⅱ

IiI茄I

シーライフ

Ｊ
２
６
（
』
５

点｜位 位 点 位 位点 点|位点位|点点
Ｆ
ｌ
１
１
１
ｌ
１
二
－
’
１
１
１
１
１
－
１
１
Ⅲ
ｌ
Ⅱ

位

帥
那
肥
５
４
６
２
舵
認
別
羽
別
哨
灼
岨
７
Ⅱ

２
６
９
鳴
陥
Ⅲ
Ⅳ
壷
３
４
５
７
ｍ
８
Ⅱ
卿
腿

刈
弱
犯
〃
〃
冊
２
川
肥
冊
胡
塊
別
的
賂
Ⅳ
胴

（
し
（
⑭
（
③
４
５
６
７
①
〉
面
）
３
）
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

渦
９
Ⅱ
一
一
３
’
鮒
冊
７
６
５
４
陥
一
２
－

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

４
６
５
Ｎ
Ｎ
Ⅱ
Ｎ
１
２
７
８
９
Ⅲ
３
Ｎ
胆
Ｎ

、
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

卵
舶
卿
一
一
昭
一
飼
阻
脳
Ⅲ
９
７
陥
一
６
－

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１
３
２
Ｎ
Ｎ
４
Ｎ
１
２
４
５
６
７
３
Ｎ
８
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

I|柵柵W
I358鯏風m

I673CHICADAMAS

Ⅱ308MIGRATOR

I6701→OCIXAXTEⅢ

1606瀞美

I616REI)SHARK

Ⅲ600竜王

Ⅲ613〈ろしおⅡ

Ⅲ610飛車角Ⅱ

Ⅲ'614はやまる

ml367TILDE
m617尼補

Ⅲ622雲仙

Ⅲ1038,妙義I

IIlO16｜祗王I

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｓ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
、

１
１
１
１
－
１
ｌ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｓ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｘ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

㈹
肥
６
４
４
２
２

妬
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胡
鮒
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２
２
鮒
鮒
弛
冊
〃
Ⅲ
２
肥
Ⅲ
Ｎ

Ｆ
Ｆ
Ｆ

１
２
３
４
５
Ｉ
Ｊ
１
２
３
４
５
８
Ｎ
６
９
７

，
、
，

卵
舶
卿
一
一
凪
一

Ｓ
Ｓ

Ｓ

１
３
２
Ｎ
Ｎ
４
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｆ
Ｆ

１
６
Ⅱ
旧
Ｍ
訓
Ｎ
、
，

4

7７

2 Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｘ
Ｎ
Ｘ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

１
１
１
１
１
１
１
－
１
１

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｎ
、
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ｘ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

冊
〃
妬
〃
Ⅲ
８
２
岨
４
Ⅱ

Ｆ

４
５
７
Ⅲ
Ⅳ
８
腿
９

，

璽逗菫K2高松些一ス成績表LiLlL_al～l_ul

’
順
位傭艇名｜艇種

3ミネルバⅢ ’36′）川

2ｱﾙﾋﾞﾚｵ31ノS、F

|38,S｣S3ｱﾙﾃﾐｽ

4白峰Ⅱ24．5'S・F

5おのころ九23′S､11

61iI竜竜I21'S.11

7111竜I24．5'S,11

8プノレーム･ステイ､ﾝク28′S、11

9さちかぜ26′S，Ⅵ

10て"んぶ<I,24.5'S、11

11ひろ24．5'S･H

l2しらみjJI19′S、Ⅵ

到着時間所要時間

':淵蝋

修正時間Ｆ
別
㈹
沼
“
兜
開
鮪
”
燗
咽
叫
別

Ｃ
７
７
７
７
６
６
７
７
７
７
７
６

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

４
７
５
５
ノ
〃
７
８
４
１
８
８
８
４
Ⅱ
⑩
）
③
）
②
）
５
７
６
９
ｍ
胆

へ

助
カ
ー
９
１
ｌ
Ｊ
Ｊ
７
０
３
０
９
８

※
〃
１
１
１
肘
Ⅱ
１

戸
ｈ
》
侭
ｈ
ｖ

ｎ
”
凸
１
人

０
局
雫
、
ノ
】

１
１
，
〃
ム

ー
１
１
１

″
ｌ
畑
１
１

戸
屍
Ｕ
Ｒ
ｎ
》

、
”
＆
１
１

△
刈
予
向
〃
と

令
日
Ⅱ
ｎ
〃
＆

ｎ
ｘ
》
〔
ｘ
Ｕ

″
″
〃
″
″
″
″
″

１
１
．
４
壗
内
Ｈ
》
戸
ｈ
Ｕ
ｎ
凸
ｎ
ｘ
Ｕ
‐
〔
ｘ
》
《
ｕ
〉

Ｐ
氏
』
（
Ⅱ
ｖ
ｊ
啓
戸
局
Ｊ
向
く
Ｊ
八
Ⅲ
》
Ｆ
、
Ｊ
《
Ⅱ
〕

Ｊ
ｆ
Ｊ
ノ
ｆ
ノ
ノ
ノ

、
為
Ｕ
Ｐ
ｎ
ｖ
Ｆ
「
Ｕ
句
屯
Ｕ
ｑ
Ｉ
４
伊
、
Ｕ
向
く
Ｕ
ｎ
４
Ｊ

４
紐
陣
、
Ｊ
Ｐ
ｈ
Ｕ
〔
Ⅱ
ｖ
屯
１
４
何
グ
】
、
グ
】
ｎ
過

Ｕ
Ｉ
Ｌ
１
０
４
屯
Ⅱ
且
、
〃
由
、
／
】
ｎ
〃
Ｅ
ｎ
４
Ｕ
Ｐ
句
』

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｍ
１
・
胴
〃
〃
ｌ
″
‐
‐
〃
‐
〃
〃

１
１
４
母
〔
ｘ
〉
涙
【
Ｕ
り
凸
《
ｘ
轡
〔
ｘ
Ｕ
〈
ｕ
Ｕ

Ｅ
Ｊ
ｎ
Ｕ
４
笛
Ｐ
ｈ
Ｊ
恥
巡
Ｊ
《
Ⅱ
〕
Ｆ
『
』
《
Ⅱ
Ｕ

〃
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｒ
Ｊ
ｆ

《
ｘ
Ｕ
戸
隠
⑭
Ｐ
ｈ
Ｕ
、
く
Ｊ
１
Ｊ
Ｒ
ｈ
Ｕ
句
勺
』
内
４
Ｊ

．
月
吋
戸
『
Ｊ
戸
民
Ｊ
鼻
Ⅲ
Ｕ
屯
１
人
、
ノ
】
、
〃
白
、
〃
Ｌ

内
ｘ
Ｕ
ｎ
尺
〕
〔
ｘ
》
八
Ｍ
》
《
ｕ
●
〕
ｎ
判
》
ハ
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〉
、
ム

ー
１

〃
〃
凸
乃
４
門
凸
角

４
３
８
８
３
０
０
４

１
２
３
１
０
０
０
４

Ｊ
〃
〃
Ｊ
Ｊ
ノ
ノ
ノ

ー
Ｒ
Ｕ
‐
４
《
０
ｎ
Ｊ
，
】
Ｒ
ｂ
何
Ｊ

１
ハ
リ
ｎ
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４
．
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４
戸
。
，
】
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《
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〔
６
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６
、
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Ｒ
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Ｒ
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Ｆ

１
凸
７
“
ｎ
Ｊ
‐
４
呼
八
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ふ

，
，
Ｆ
Ｆ

１
２
３
４
Ｎ
Ｉ
Ｄ
，

㈹
胡
〃
鮒
２
２

O印一クラス別入賞

◎印一ウィニング，フラク．

○印一優勝杯

（備孝)10月度ポイントレースは全艇タイムリミットDNF

関東支部・1970年第8回小網代カップレース成績表

コミッテイボー卜閥ﾉL※アルテミスはレース中座洲し，

誕繩(に海'準雨ﾉ輝ｽﾁー ﾙ)釧源辮騨朧!：
(4511.22～23）

クラス 艇名 T､C､F.|艇長竜王崎回航時刻 所要時間修正時間｜総合順位(I～Ⅳ）セールNC
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０
０
０
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０
０
０
０
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０
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５
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３
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１
４
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１
２
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１
０
１
０
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０
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０
０
１
１
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０
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０
０
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２
２
２
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２
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２

２
２
２
２
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２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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２
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２

２
２
３
１
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６
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０
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２
２
２
２
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３
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１
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１
１
７
１
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８
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３
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１
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１
０
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０
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１
８
２
８
２
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０
２
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７
７

６
０
１
０
１
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３
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９
９
５
４
０
１
７
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６
０
４
４
６

０
１
２
５
５
５
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９
１
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４
５
７
７
７
９

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
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Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ｉ
Ⅱ

１
０
６
７
７
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２
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９
４
７
８
５
４
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０
１
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１
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１
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１
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１
６
１
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０
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６
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０
３
６
６
６
６
６
６
６
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１
６
１
０
６
６
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１
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蝿
。

１
４
４
９
０
３
６
８
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１
２
７
２
５
５
０
５
７
６
７
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５
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０
０
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０
５
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０
１
３
２

ｍ

２
２
８
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５
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６
６
７
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１
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０
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１
０
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５
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１
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１
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１
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１
０

４
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１
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６
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９
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１
８
７
２
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６
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３
０
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５
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３
０
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０
０
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７
７
７
８
７
８
７
７
７
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７
７
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７
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７
７
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７
８
８

武部：｝'ギー・

陳秀雄

l則根久

栗休定友

柳本紀.-

山崎進光

広怖修茎

令側秀犬

加納敏夫

周東英リ111

ｶk野久也

岩獺弘一一

武市俊

J・JANSSEN

石原慎太郎

星,幽郎

飯'約元次

野沢忠推

金指昭郎

前田洋介

竹脇義果

メルジーネ

屯］ミ

レッドシャーク

ケイ・セブン

ホリディー

ミス・サンバード

くるしおⅡ

典仙

波勝Ⅱ

飛llLハⅡ

つばき

竜飛

はやまる

チルデ

コンテッサⅡ

天城

さがみⅡ

凸代

マンダリンダック

ロシナンテⅢ

チカダマス

⑩
「
動
）
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
理
昭
皿
巧
鵡
刀
肥
珀
加
虹

拝、

’

’

DNS

事故

AOLELEI,さちかぜ,SEAWITCH,八丈

くるしお（城ケK舟沖でグースネックを飛ばす）
チカダマス（初ﾊﾙ沖でフォアステー，タンパック折帆）

○本レースは総合賞のみ，クラス別尚なし
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第4号NORCだより昭和46年3月1日

NORCo1971年外洋レース一覧表(案）
、J
､

本部主催レース 関東支部主催レース

第5回

八丈島

第9回

小網代カップ

第11同

鳥羽パール

’71第1回

初 島

第5回

大島回航

第21回

大島

’71第Ⅱ回

初 島

第16回

神子元島

’71第Ⅲ回

初 島

しいら杯

雁経杯

(I～Ⅲ）

神子元島杯

(I～Ⅲ）

初島杯

(I～Ⅲ）

竜王杯

(I～Ⅲ）

大島杯

(I～Ⅲ）

藤沢市長杯

(I～Ⅲ）

オリンパスカップ

(I～Ⅲ）
高松宮杯

小網代カップ

（総合のみ）

優勝杯
舵杯・教育

委ll長杯
（Ⅳ～v)

パールカップ

バレリーナカップ

（Ⅳ～V)

神子元脇杯

（Ⅳ）

初パル杯

（Ⅳ．V)

天山杯

（Ⅳ～V)

シルパーカップ

（Ⅳ～V)

〃

(Ⅳ～V)
NORC会長杯

5月1日（土）

－5日(祝日）

7月30日（金）

～8月1日（日）

１
１
土
日
く
く
日
日
８
９
月
一
５ 10月30日(土）

～31日（日）

4月10日（土）

～11日（日）

１
１
土
日
く
く
日
日
９
０
２
３
月
一
５ 6月19日（金）

～20日（日）

10月1日（金）

～3日（日）

11月20日(土）

～21日（日）
開催日

'1､網代～

八丈脇(反）

～城ヶ島

'j,網代～

初ｶ(反）

～小網代

小網代～初島

～大脇(反）

～小網代

小網代～

初I的(反）

～'1､網代

小網代～

大島(反）

～小網代

小網代～

神子元島(反）

～小網代

小網代～

大島(時）

～小網代

l言の島～

初脇(反）

～小網代

蝿羽~城ヶI的コース

距離

（直線）

@Jf

不'」

290iIM

ノノ 〃 ノノ ノグ ノノ ﾉク〃〃

l50iIM l8iII！ 68棚 82iIl1 49i児 99郡 48浬 68浬
へ

'1，網代

5月1日(土）

10：00

鳥 羽

7月30日(金）

11:00(¥)

'1、網代

4月10日（土）

18：00

ﾉl、網代

5月8日(土）
10：00

'j、網代

5月29日(土）
10：00

'1，網代

10月1日(金）

22：､00

小網代

10月30日(土）

18：00

'1，網代

11月20日(土）
10：00

島
幻昌く
０

の
肥
刈
１
６
月
１

江
６スタート

4月19日（月）

（17：00）

7月19日（月）
（〃1

3月29日（月）

（〃）

5月17日（月）
’ 、

（〃ノ

6月7日（月）

（′′）

4月26日（月）
（〃｝
、 ﾉ

9月20日（月）

（〃）

10月18日（月）

（〃）

11月8日（月）

（〃）
申込締切

第1回

艇長会議

(担当フリート）

帆走委員長

(担当レース委員）

4月26日（月）

(18:30)

7月26日（月）

（′′）

4月5日（月）

（〃）

5月6日（木）
′ 、

（〃ノ

6月14日（月）

（〃）

10月25日（月）

（（′′）

5月24日（月）

（〃）

9月27日（月）

（〃ノ

11月15日（月）

（〃）

（諸磯）

落合

（関根）

（油壺）

上肥

（向井）

(シーボニア）

孑，合

（関根）

(江の烏）

（高村）

(小網代）

陳
′E戸F碗．、

（江滕ノ

(シーボニア）

（関根）

（小網代）

大谷

（福永）

名和

（関根）

大艇見

（福吉）

第2回

艇長会議

5月1日

08：00

7月29日

17：00

4月10日

16：00

5月8日

08：00

5月29日

08：00

6月19日

14：00

10月1日

20：00

10月30日

16：00

11月20日

08：00

(IOR)

クラスⅣ以上

斑IOR

（〃1
， ′

笈IOR

（,，）

※IOR

（〃）
L〃

艇参加級
V以」 V〃 V〃 V V〃

5月16日，大鵬レース，6月6日，初烏レース 9月26日，神子元脇レース、10月17日，初胎レースシリーズレース

(担当レース委員 大島シリーズ(シーボニアフリート，関根）神子元島シリーズ(小網代フリート．近藤）

31明り群罪#'同崎ﾌ゚ﾘ蕪卜)僻：瀞ｲﾝけ-裏(嘘ﾌ゚ﾘ野ﾄ）
ポイントレース

(担当レース委員 ’」

へ

社団法人日本外洋帆走協会東京郁港区芝虎ノ門15（虎ノ門ビル7階704号室)TEL(03)503-6014

州恢湾ボｲﾝﾙーｽはﾚーｽ前日20:30-21:30迄(艇長会縦21:30-22:00)ｼーポﾆｱにて受付ける{識申告は更に1,0001り
2,000円

特別会員所有の登録艇本部レース¥2,000-支部レース¥1,000--

III込締切におくれた場合は第1回艇長会縦当日迄に申込料と申込遅延料￥5,000を払えば参加を認められる

艇涯を含み乗組員1名につき会貝（準会員を含む）は￥1,000.-非会貝は￥3,000,-

申込場所

(電話!'】込は受付ない）

申込料

申込遅延料

レース参加料

'j､網代カップレースを除きクラスI,H,mの総合による総合成縦とクラスⅣ,Vの総合による総合成紙に区分し，第1位
よ')第3位までの艇にそれぞれウイニングフラグ及びプレートを授与する。又流1位には上記優勝杯及び各クラスには別
にサケｶｯブ。

授賞の対象

レース規則は「1970年外洋レース規nll」による。（伴走は認めない）

第1回及び第2回艇長会議に出席しない艇は出場寅格を失う。（第1回艇長会議は18：30～19:00迄とする）
4月30日までに年会溌未払の会貝については申込料及びレース参加料は非会貝扱とする。

ポイントレースは参加科を徴収せず,｢I1込科のみとする。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

意》王

安 全規則 1970年度安全規則による。

○八丈烏レースはIORによる。

※9月以降のレースは（ポイントレースを含み)IOR汁測を受けた艇のみとする。

在来の艇は非公式レース参加となる。

計 測

－8－
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驚雛： <内海支部＞
冒鞭2睡睡2匹蕊蕊画睡2弾§蕊蕊2鷺

紀伊水道および高松レース報告
一各レースとも「白峰11I優勝一も「白峰11」ｲ憂勝

1．紀伊水道レース

日時10月9日～12日

去年までの「和歌浦一白浜」片道65マイルのコースを今

年は「和歌浦一大島（四国牟l1l支沖)」往似120マイルのコー

スに変更して行なわれることになった。

ﾚｰｽは最初の予想に反して微風のﾚｰｽに終始し大IWl

艇には不運なレースとなった。

2300スタートの前後はE､0～1m/sの風で超微風のスター

トとなり1時間たって1マイルしか走っていない様な状態

であった。

その後除々に風も出てきて、夜明頃までには30マイル樺

走り、先頭は「白峰II」次に「ブルーム」「アルテミス｣、

続いて「甲竜I」「甲竜11」「寅丸」ずっとおくれて「シー

ライフ」の順に伊励に向って帆走を続けたが、トップ艇が

伊島の横まできた頃から風が落ち姑め、しかも後ﾉjは風が

残っていた為に6艇がだんごになってしまいスタートのや

りなおしと同じになってしまった。

その後吹き出したS.6～7m/sの風で大型艇が先行したが、

大島に取付いた頃から又もや風が落ちて、1時間､|'程無風

と逆刈の中で5艇がだんごになり「寅丸」は1マイル梶後

でコースと反対の方向へむいている様な始末で順位も前後

したが､やがて吹き出したN.5～6m/sの風に乗I)先ynは「ブ

ルーム｣次に「白峰II｣｢ｱﾙﾃﾐｽ」の順叶:で大!I約を1111

航し夜の闇の中に消えていった。

夜-､|':よ')吹出したNE.10～15m/sの風と雨の中で大ji'l"

はよく走ったが、この風の中をよくがんばった「Iｲllifll」

が4番目にフィニ､ソシュし、修正で1位となった。

優勝した「白峰11」はブルーウォータ24クラス艇で7ﾉ1

に進水してまだ日も挽く､ｵｰﾅｰの三|Ⅱ氏も問を切って

2月たらずでカイ|事は一切できない様な状態であったが、

比岐的怪風であった事とスキッパーの松岡氏がこの水域

をよく知っていた躯もあって、有利にレースをする'lfがで

き、初優勝する'僻ができた。

2．高松レース

日時10月31日-11月1日

コース的形港一高松港外

今年のスタートは去年より2時間早くなり、21時スター

トになった為各艇準l'lliに大わらわであった様で、出港l1,fに

なってもまだクルーのそろわない艇もあったらしい。

スタート30分前には各艇的形港外に出て帆走に移ったが、

コミッティボートの「寅丸」が出港して来ないためにスタ

ートラインがきまらず、各艇右柱左性しているうちに、ス

タート10分前になって、ようやく「ミネルバII」が出港し

てきて臨時のコミッティとなってスタートラインをきめた

様な状態で「ブルームステック」はリコールになり廻りな
rZ､X-3､･･<

おしている間に…11｣がジｬｽﾄｽﾀｰﾄでﾄｯプに

なり統いて「ブﾙｰﾑ｣がｽﾀｰﾄﾗｲﾝを越したか後の

艇は大分おくれてスタートした様-fである。

その後NNW2～5m/sの風に采り順調に走りだしたが、

その内に小'､〃舟へ直線ｺｰｽを取る艇と、|喉よりのｺｰｽ

を取る艇の2つのグループに分れていった。

結果的には陸よ')のコースを取ったグループの方が風に

めぐまれた様でスピンを揚げる悔ができた艇もあったらし

く、直線コースを走った「ミネルバII1」が千振烏の水道に

夜明前にｲ『いた時には、|雄よりのコースを走った「白峰11」

に先を越されて、i't低濡氏をがっかりさせる一幕もあった。

先頭のグループ｡が土Ii旨沖にきた頃から風が落ち始めて後

続の艇は千振｣;ﾙの水道を通るのに苦労をした様であった。

その後瓜はN､2～3m/sに変り各艇スピンを揚げて走り出

したが「ｱﾙﾃﾐｽ｣小盟I1冊に近ずき過ぎて､i児噸に座州

し、あわててスピンをおろしてエンジンを使用して離州し

レースを統けていった。

後1':の艇は-千-IK,1冊の水道の中で無風となり反流に突込む

艇もあり火きくノ噌がついた。

先蝋のグループ°がフイニッシュラインに2マイル梶の距

離にきた噸より瓜か､SWにふれフイニッシュラインの-〃か

ら吹きだしたのでスピンをおろしてクローズで走りだした

が、後､|':の艇はまだスピンを揚げたままで大分あとまで走

る‘塀ができた。

フイニッシュラインの外側にはコミッテイボートの「血

丸」が|'|ﾘ肺が速いためにアンカーを打てずエンジンをかけ

て、がんばっており正確なフィニッシュ時刻を記録する事

ができた。

トップ艇から3番艇までが1分間にフイニッシュし、ま

たほとんと｡の艇が1時間あまりの間にフィニッシュするな

と．m仲したレースであったが最終艇の「Flll'fll」は千振III!>

には後､|':の艇に続いて取1，1･いたが、水道の中で無風と反流

になやまされ、抜けるのに1時間程おくれた上フィニッシ

iji無風が続いたために先頭艇上より4時間もおくれる結

采となったが、タイムリミット前にフイニッシュすること

でき、全艇充走することができた。

去年のﾚー ｽは｢ﾐﾈﾙパⅡI｣のみﾌｨﾆ.ｿｼｭし､そ

の他の艇は企艇タイムリミットにかかりDNFとなったが、

今年は微瓜になやまされながらも、全艇尤走することがで

きた。「アルテミス」はエンジンを使用したため10％のペ

ナルティを加える事になった。

レース後全艇庵治港に集')、黒之屋で魚料理のミーテイ

ンク．を行ない、たらふく飲み食いをしながら楽しく時を過

した後散会をした。（高松フリート・松岡敏）

－9－
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代力ツプレース報告第8_ﾛ
｢メルジーネ」総合優勝

出艇申込み25杯、出走艇21杯、完走艇21杯、優勝は新艇

メルジーネ（クラス111)であった。年11[11小網代カップレ

ースには20杯の参加であったが、やはり秋の終りの、必ず

北東或は南西風の吹きあれるこのレースには、あまり多く

の参加艇は期待出来ないのかも知れない。

スタートは、11月22日（日)1000、参加艇もあまI)多く

ない上、レース成績はI～Ⅳクラス総合一本だけであるの

で、同時スタートとした。スタート時は北北東の微風でや

がて各艇はな､んとかスピンを開き東西に分れて散って行っ

た。ミスサンバードのみリコール、微風のため約10分を要

し再スタート。

沖の山を過ぎてから、風は束から南へ廻り更に南西へ変

り、以後上りコースばかりとなった。

竜王崎廻航は、メルジーネ1943、コンテッサ2010、ケイ

セブン2012、竜王2038、ミスサンバード及つばき2050で最

終艇昌代及マンダリンダックは、翌23日0015～0030と約5

時間の錐があった。

夜1':より23日朝にかけて、南岸の前線上を小低気圧が通

過し、北北東の強風は最大瞬間20m/秒を越している。この

強風と波にたたかれ、クラスⅣの艇は上りコースで、クラ

ス11I以上の艇と比べ大部おとされている。スタート時1016

mbの気圧は真夜中に1013mb迄下り、以後上昇23日正午に

は1018mbにもどった。（レース本部）

大鳥北端から小網代へのコースでは、ほぼこの線上を大

きくタックし走り抜いた艇が早くフイニッシュしており、

初島或は川原沖迄突込んだ艇及び、東への風の振れを期待

して房総方面へ突込んだコンテッサは相当遅れた。

帆走委員会は夜半から早朝のフィニッシュを予想し、新

に購入したホンダの発電機を前甲板に据え100ボルトの赤

灯2個を掲げて待機したが、行きの微風で時間をとられた

ため、ファーストホームは0732、クラスIのケイセプンで

あった。以後、ミスサンバード、メルジーネ、竜王と第一

艇団がフィニッシュし、しばらく途切れた。この後毎時の

フィニッシュ艇数は、

0732～0812第1艇団の4杯

0900代「レッドシャーク」1杯

1000代3杯

1100代4杯

1200代2杯

1300代4杯

1400代1杯

1500代なし

1600代2杯

と約9時間にわたっている。殿終の2杯は、元来クラスV

一一一

一

一一

へ

の艇を参加資格を得るためクラスⅣにレーテイングを上げ

て参加した艇であるところをみると、やはり、必ず強風の

予想される秋の終りの神子元及小網代カップレースは、V

クラスには一寸きついようである。

年度末の、ベテランばかり参加のこのレースでも、所要

時間に9時間、修正時間でも8時間以上もの差が出るのは、

コースのとり方帆走技術の巧拙、乗組員のファイト等の差

にしても少し開きが大きすぎるように思われる。

優勝のメルジーネは、他艇に比べ、それ程リーフしてお

らず、強引に強風中を走り切ってクラスIのトップの艇と

あまり変らない時間でフイニッシュしているのは立派であ

った。

又クラスⅣのホリデーは大型艇に伍しよく5位に入って

いる。

事故は、くるしおの城ヶ島附近でのグースネック破損及

び、チカダマスの初島沖でのフォアステイ、タンパックル

破損の2件が報告されている。他に特に大きな事故なく、

風力6～7のなかを各艇乗り切っているのは、年々瑞実に

参加艇の水準が向上したためであろう。

1625最終艇マンダリンダック、フイニッシユ後、海上保

安庁へ報告、大謀網の赤灯、マークボート等徹収、帆走委

員会を解散した。（帆走委員長福永昭）

へ
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…Z痙唾 Z冠と麺

驚蕊§ 蕊蕊蕊惑溺
神子元島カップ物語申誤認瀦謝

■溌
:§:

irW
;...；・

_ニーー'5

，二IF,；,

‘トネット・レーースにあやかろうと老

神子元レース優勝杯えたわけです。
コースは横浜を,!''て観II｣f，城ヶ,ifﾙを廻り、下Ⅱ1沖の神｢・

兀陽を逆時計で廻り、葉山へ帰る直線125浬、7月26日、

16:00,15杯参加でｽﾀｰﾄしました。

この第11ul神子元､I制レースは、20フィートJOG、古膳

が54時間59分0秒（修正31h-33m-37s)で総合優勝し

ました。

神子）亡,'約力､ｿプは､この時のI|])l走委貝だったIx井悦氏が、

レース当日、神r元II,'↓で蚊になやませされながら回航を職

祝し、'ifi')に持ち'1冊った,|約の汀の'三に灯台を剛どl)作られ

ています。("'j真参照）

1970年度から、クラスⅣの催勝艇にこのカップがりえら

れ、クラスI、I1、ⅡIの総合催勝艇には、古展副会長寄附

の神~r･)t,I約カップが与えられる頓になりました。

今迄の優勝艇を記します。

江戸の仇を長崎で打つ

語学か川来ない、或るヨ､ソトマンが通沢（若き女性）と

二人で、何か依頼の交渉を続けて屑･る。某国領事鯨の領獅

が此の二人の日本人の祁手役である。話はトントンと進み、
交渉はl･.f<纒ったらしい。領事が云う。

「私は貴女とお話が出来て大変幸せです。私は貴女の依頼
された此のヨットマン某が、語学が出来ない事を大変嬉し

く思います。

話が済んだ。貢/＼はビルを,'l}て雑‘淡しながら某日某*;序
へ行く。席につく、

ヨットマンは云う「日本の礼式として初対面の人に御願い

した場合、柄を,'+}して乾杯するのが杵通です。マアー杯如

何」

領事曰く「昼は酒を飲まない。勤務中である。私は儘食は

神通に取らない。12時から2時迄の2時間何も考えずボン

ヤリして居たい」

通訳の女性「無理に猫をすすめる事は失礼と思います」

ヨットマン「トックリー･本位は良いでしょう」
領事曰<｢OK一本位はね」

話は続く、某｣玉1領輔の話は通【沢の女性との話題で進み時

が経つ。一本の「トックリ」の酒ナカナカ減らない。何故

だろう。ヨットマンの机の下に「トックリ」が酒を棚杯し

て三本稀穏れて居る。ヨットマンも強い。領事も強い。ヨ

ットマンの祖国のアルコールジャパニーズ柄。

通沢曰く「おかしいですね。不思議ね。ナカナカ減らない

第111JI(1956)古鵬（福永）

第2回(1957）〈ろしお（千葉大）

"31ri(1958)潮風1I(竹下）

第4In1(1959)仰秀（東大）

第5同(1960）くるしお（千葉大）

"61n1(1961)アーコ,ノート11(慶大）

"71n1(1962)さがみII(飯島）

節811'|(1963）シレナ（大儀見）

"91''1(1964)シレナ（武市）

第1011'l(1965)チルデ（ジャンセン）

第111I'1(1966)モサII(守谷）

第12In1(1967)シレナ（大儀見）

"13111(1968)レッド・シャーク（関根）

"141111(1969)竜王（陳）

第1511il(1970)11･11･111-ミスサンバード(IIIIIII{i)
1

1Ⅳ－ホリデー（根木）

描浜スタートのレース・コースは、1957年には葉1I1スタ

ート、樅浜フィニッシュとなり、1958年は又元にもどり、

1959年は小網代→神r元→葉111,1960,1961年には'1､網代

→-ド川|州のレースとなり、1962年には3月に初鳥レースと

同時スタートでｲ｣賢い、1963年より毎年秋に小網代→神了･元

→ﾉj､網代の現ｲ|:とl,ilじレースコースになっています。

（関東支部レース委員会）

◇事務局だより◇
0

－新事務局長決まる－

しばらく欠蜂Iのままでありました本部事務局長に、

常務理事高村｛i;氏が兼務することに会長から指名さｵ1

ましたのでお知らせいたします。

わ」

時が経つ。某''1「領撫」は「'1,1,階」になる。そして「中

虎」……ついにばれたらしい。

通沢の女'性、御気嫌が斜である。

「私は先生失礼します。領‘ﾘ芋は私が事務所迄送'）ます。こ

れで失礼」

ヨットマン「もう一軒!ll手迄行く約束た､ったがその商！沢は

どうするのか」

女性は「中虎」から次第に「大ﾙﾓ」になるかも知れん領

事虎のテ．カイ体格の大鹿と中虎の中間をつれて出て行った。

もう此のヨットマンの通沢には女性はならんでしょう。お

川末な･･1,W｡(西内海。樽谷博）

×××××××

大儀見理事の巻頭言や、関根理事の老会員の初夢について、

会員各位のご意見やご感想なと､をおよせ下さい。

その他投稿を歓迎します。どしどしおよせ下さい。

（編集室より）
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ヨット事故対策について
-海上保安庁長官よりの通達

昨年12月11日読売新聞に「山にいた海の遭難者」という見出しで、大きく取扱われた「アレキサンドラ」

(当協会登録艇登録番号652号、昭和45年4月22日登録抹消）事件に対し、海上保安庁としては非常な迷惑

を被ったとして、12月23日付の公文書をもって手塚良成海上保安庁長官より関谷会長宛、次の如き通達が

あり、同時に今後類似の事故が多発するが如き事態となれば、捜索活動に要した経費を当事者から徴収し

なければならなくなることも有り得るという、強い意向もうかがわれたので、ここに掲載して会員の皆さ

んにお知らせします。

去る10月初11J発生した「アレキサンドラ」柵,1LJ,不'ﾘl-JIf件、

さかのぼっては7月中ｲﾘの「ホワイトシャークニ世」消'U，

不明事件については、既に御高承のことと存じますが、前

者の事件の概要は別紙のとおりで、当庁船艇、航空機によ

り大がかりな捜索を実施しましたが、約2ヶ月を経過した

12月9日に至！)当該ヨットは、小名浜港に在泊中であるこ

とが判明しました。この間、当繊ヨットは、千葉県布良に

入港した際、ヨ､ソト行方不明事件で大騒ぎされていること

を聞き恐ろしくなり、船病、セール番号を書き換えたほか、

銚子入港時巡視艇の画問にも虚偽の申し立てをする等、術・

識を逸脱した言動をとったことは、はなはだ泄憾といわざ

るを得ません。

最近、海のレジャーにヨットを利用する者が全国的に急

激に増加しており、海上保安li:においては、従来からこれ

が事故対策について関係者に対し指導を行なってきました

が、このたびも「アレキサンドラ」の事例にもかんがみ、

貴協会においても傘下の会員に対し、ヨットマンとしての

モラルの向上を図るほか、特に下記燕項について周知、指

導方取計らい願います。

なお、相当数のヨットが黄協会に未加入とのことであり

ますが、広くこれを加入させ、蛍協会の強力な指導、監仔

のもとに、その安全運航と事故防止を計るよう次のとお'）

特段の配慮を願います。

1．研修会を開樅する等により、会貝に対し、安全逆1tに

関する規ﾛ'1，運航技術等の|fil.ILをI叉Iること。

2．救命具をとう戦すること。

3．外洋帆走または長時川にわたるIIﾘL走を行なう場合には、

避難倫号向動発1!;器をとう戦するほか、その行動予定は必

ずヨットハーハー、マリーナーの符理群およびW/守宅群に

通知したのち出航すること。

また1週間以_}私の長期巡航を行う場合には竹:理若は雌

寄りの海上保安部に当戒ヨットの行動予定を通知すること。

なお、万一辨故が発生した場合には、竹理満が当ル:と迎

絡のうえ、Hら捜索救助を実施できる等所要の緋ii'{を洲じ

得るようあらかじめ唯l'lijしておくこと。

4．前項の行動予定を変更した場合にも、すみやかに前攻

の管理者等に通知すること。

(別紙）

ヨット「アレキサンドラ」消息不明事件

1.消息不明'情報入手の状況

(1)10月6日1600「アレキサンドラ」号乗貝桶本隆一の家

(高村理事）

族より第三欄:区i"上保安本部に次のl,il川があった。

「9月25日0600、磯子ヨットハーバー出港、同月30日娃

頃式根!；↓茄子定であるが、10月5日同｣舟駐在所に脇会し

たところ入港の形跡がない｡」

(2)磯了･ヨットハーバーを調在したところ、該ヨシ|､は、

磯~r－小網代-1"(一下川一式根肋(9月30日）端予定

で、その後10ﾉ~120日ころまで|11肋{.l･近でクルージングの

予定である時計1II1が提出されていた。

2．捜索の状況

(1)当li:巡視船4盤、航空機3機によl)10月7，8日の仙j

日､伊豆話ル周辺、〃)総W約南ﾉJ海域の捜索を実施した｡

(2)伊豆半j;ﾙ、オ11樅沌、伊豆I押冊、房総､lﾘｨﾙー 補の各港に

手配調在した。

以上が海上保安lj:からの通達の全文でありますがこの「ア

レキサンドラ」の行動を略記いたしますと、

①9月25日0200磯子ヨットハーバーを出港し、三崎巷に10

00入港、同地にて細水脈一氏は其の妹を乗艇させ二人で詣

磯にIfI]い夕刻入港して、ここにて2汕

②同j]27日に三|崎港に灰I)、4泊した後10月1日朝大iii↓に

lr!jけ川港し、2日のWI大ﾙｲ､j近にてマストのステーを破批

し夕方まで修理を要したため大j的を兄失った。3日の朝ま

で大ﾙﾍ行くべく針路を南西にli'lけ航走したが大jfﾙを発見

できなかったので、針･路を北東に変更し6日の夕刻千葉県

布良に入港した。

③I1f]地でヨットが行方不Iﾘjになl)大駁ぎとなっていること

を知り恐ろしくなり、セール番号・「652」を「52」に改変

し艇潴も「波浮」と沸き換え7日帆布良を出港した。（注）

l,il艇は当協会の薙録は既に抹消されているのでセール番号

はないのであるが、峨入当I1ｷの番－5･をそのまま無'斬仙用し

ていたものである。

④途!'!勝浦港で水、食糀等を袖給し8日1200銚子に入港し

たが、この時、海上保安部の巡視艇の訊問に対し「自分達

はiﾉﾄ火から来た林というもので、アレキサンドラについて

は何も知らない｡」と虚偽のIIIfifをして、10月10日0300銚子

を川港。

⑤途｢'!、那珂湊、平潟に寄港し、10月15日小名浜に入港し、

艇内に届化しながら、2人は造船所等でアルバイトをして

いたが、11月29日、艇を小名浜港内に放澄し、ヨットの雌

はいわき市の海洋協会東北支部に菰け、蔵王スキー場に林

という名でアルバイトとして働いていたものである。
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